
1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ◎ ◎ ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• 新型コロナウイルス感染症は微減しました。

• 感染性胃腸炎の発生がありました。

• 水痘が増加し、警報レベルを超えました。

• 手足口病は急増し、警報レベルを超えました。

• ヘルパンギーナが増加し警報レベルを超えました。

【 集団発生情報 】
保育所4か所から手足口病、高齢者施設2か所及

び障害者施設１か所から新型コロナウイルス感染症

の集団発生がありました。感染対策に努めましょう。

【 感染症コラム～突発性発しん～ 】
• 乳児を中心にみられるウイルス性の発疹性疾患

です。

• 報告症例の99％を0歳と1歳が占めており、2～

3 歳までにほとんどの子どもが抗体を獲得しま

す。発生に季節性はありません。

• 症状は、突然の高熱（38℃以上）が3日ほど続き、

解熱前後に鮮紅色の斑丘疹が体幹を中心に顔面、

四肢に数日間出現するのが特徴です。

• 予後は一般的に良好なため、治療は対症療法が

基本であり、予防は特に問題となることはありま

せん。

• 合併症としては熱性けいれんと、稀に脳炎、劇症

肝炎等があります。
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